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異学年交流・小中学校教員の相互乗り入れ授業の実施異学年交流・小中学校教員の相互乗り入れ授業の実施異学年交流・小中学校教員の相互乗り入れ授業の実施異学年交流・小中学校教員の相互乗り入れ授業の実施    
 

１ 異学年交流 
（１）目的 

  ○異学年の児童生徒が交流し、ともに体験活動を行ったり、学びの過程や成果を見合ったりす 

ることを通して、下級生は上級生の姿に自分の将来像を描き、上級生は下級生に対して模範 

になろうという意欲を持つなど、互いに高めあうことができる。 

  ○小学校高学年の児童が、中学校の施設や中学生の生活に触れる機会を積極的に設けることで 

中学校進学にあたっての不安を軽減し、中学校生活への期待感を持てるようにする。 

  ○小中学校の教職員が、共通理解のもとで指導や課題解決にあたれるよう、交流活動の中で、 

９か年を通した児童生徒の理解を充実させる。 

 

（２） 学校行事等における異学年交流 

  ①陸上練習 

     ＊小学校陸上大会練習に、選抜した中学３年生が小学校へ各種目を教えに行く。 

  ②運動会、体育祭 

     ＊小学校の運動会で、選抜した部活動部員が小学校の運動会のリレーに参加する。 

     ＊中学校体育祭の開会式で、参加を希望した小学生がエールを送ったり、中学生や中学

校教員とともに、特別競技に参加したりする。 

③小学校音楽集会、中学校文化祭 

     ＊小学校の合唱部が、中学校の文化祭（合唱コンクール）に参加する。 

     ＊中学３年生が、小学校音楽集会に参加する。（Ｈ２９） 

  ④部活動体験 

     ＊小学校６年生が、中学校での部活動体験を行う。 

(９月：中学校１日体験の時、１月：中学校入学説明会等) 

      
  ⑤小中合同あいさつ運動 

     ＊毎週月曜日、小学校、中学校の校門で小学生と中学生の混合グループが、それぞれ 

      の校門であいさつ運動を７時２５分～７時４５分まで行う。 

  ⑥全校徒歩遠足 

     ＊小学６年生と、中学１・２・３年生の混合グループを２０班編成し、中学校から 

      鹿野山までの往復約１７ｋｍを歩く。 

  ⑦小中一貫教育スタート集会 

     ＊小学校で、小中一貫教育校としてのスローガンと意見発表を行う。（Ｈ３０ ４月） 

  ⑧中学校 1日体験 

     ＊小学校６年生が、登校時から下校（部活動含む）時までを中学校の教室で過ごし、中

学校で授業、給食、清掃まで行う。 

 

（３） 日常的な異学年交流 

①清掃活動 

     ＊前期（小１～小４）の児童が、４年生をリーダーとした縦割り班を作り、年間を通し

て「縦割り清掃」を行う。 

     ＊中１から中３の生徒が BS系列で「BS清掃」を行う。 

  ②総合的な学習の時間 

＊中期（小５、小６、中１）の児童生徒が、総合的な学習の時間に、協力して「地域学 

習（史跡めぐり）」を行う。 

     ＊中学生（２，３年生）が、周南地域について深く調べたことを、表現方法を工夫しな

がら小学生に伝える。 
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２ 小中学校教員の相互乗り入れ授業 
（１） 目的 

○中期の段階において、学習内容の系統や指導の専門性が求められる教科において、相互の乗

り入れ授業を行うことにより、中学校への接続を見据えて指導体制の充実を図る。 

○小学校高学年の児童が中学校教員の授業を受け、中学校での学習の流れを経験することで、

中学校生活への不安を軽減し、「中１ギャップ」の解消を図る。 

○中期の児童生徒が、小中学校教員の専門性を生かした授業を受けることで、学習内容の一層

の充実を図るとともに、学力の向上を目指す。 

 

（２）算数・数学の乗り入れ授業 

  ①算数  

     ＊小学校教員Ａ、中学校教員Ｂが、小学校６年生の算数を習熟度別もしくはＴ・Ｔ体制

で授業を行う。 

内容 詳細 備考 

期間 系統性のある単元において、年間１クラス７０時間

の授業を実施する。 

※年間（７０／１７５）時間 

 を２クラス実施。 

指導者 小学校教員Ａ、中学校教員Ｂ ※小学校教員Ａ、中学校教員

Ｂともに少人数加配教員。 

授業時間数 教員Ａ：算数６年２クラス、週合計１０時間 

    数学１年２クラス、週合計２時間(単元毎) 

教員Ｂ：中学２年数学科３クラス、週合計９時間 

小学校算数２クラス、週合計４時間 

総合等週合計７時間 

※授業時数のカウントは小 

学校で行う。(中学校は時 

間数に入れない。) 

授業時間帯 原則として、５・６校時に実施する。 

※５時間授業時は、４・５校時に実施する。 

※時程別紙参照 

 

②数学 

     ＊中学校教員Ｃ、小学校教員Ａが、中学校１年生の数学をＴ・Ｔで授業を行う。 

内容 詳細 備考 

期間 定着度に課題のある単元の授業を、連続して、年間

１クラス３５時間を実施する。 

※年間（３５／１４０）時間 

を２クラス実施。 

指導者 Ｔ１ 中学校教員Ｃ 

Ｔ２ 小学校教員Ａ（少人数加配教員） 

※中学校教員Ｃは、学級担任 

は無し。 

授業時間数 教員Ｃ：数学中学１年２クラス、週合計８時間 

    数学中学２年３クラス、週合計６時間 

    ※TTで実施。他に総合週合計１．４時間 

教員Ａ：算数６年２クラス、週合計１０時間 

    数学１年２クラス、週合計２時間(単元毎) 

※授業時数のカウントは中 

学校で行う。(小学校は時 

間数に入れない。) 

授業時間帯 原則として、１・２校時に実施する。 ※時程別紙参照 
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（３）小学校外国語の乗り入れ授業 

①小学校５年生  

     ＊小学校教員Ｄまたは、Ｅの外国語の授業を、中学校教員Ｆが小学校５年生の学級担任 

      ＤまたはＦとＴ・Ｔで授業を行う。 

内容 詳細 備考 

期間 年間１クラス３５時間を、週１時間実施する。 

（基本的に水曜日に実施） 

※年間（３５／７０）時間 

を２クラス実施。 

指導者 Ｔ１中学校教員Ｆ 

Ｔ２小学校学級担任ＤまたはＥ 

※中学校教員Ｄは、学級担任 

 は有り。 

授業時間数 教員Ｆ：小学校２クラス(５年１組、５年２組)を 

    週１時間ずつ実施。 

中学英語２年３クラス、週合計１２時間 

    学活、道徳、総合等を週合計８時間実施。 

教員Ｄ：小学校１クラス、週合計２時間 

Ｅ その他の教科、週合計２７時間 

※授業時数のカウントは小 

学校で行う。(中学校は時 

間数に入れない。) 

授業時間帯 原則として、５・６校時に実施する。 

※５時間授業時は、４・５校時に実施する。 

※時程別紙参照 

 

②小学校６年生  

     ＊小学校教員Ｇまたは、Ｈの外国語の授業を、中学校教員Ｉが小学校６年生の学級担任 

      ＧまたはＨとＴ・Ｔで授業を行う。 

内容 詳細 備考 

期間 年間１クラス３５時間を、週１時間実施する。 

（基本的に火曜日に実施） 

※年間（３５／７０）時間 

を２クラス実施。 

指導者 Ｔ１中学校教員Ｉ 

Ｔ２小学校学級担任ＧまたはＨ 

※中学校教員Ｉは、学級担任 

 は無し。 

授業時間数 教員Ｉ：小学校２クラス(６年１組、６年２組)を 

    週１時間ずつ実施。 

中学英語３年２クラス、週合計８時間 

    総合週合計２時間、その他２時間実施。 

教員Ｄ：小学校１クラス、週合計２時間 

その他の教科、週合計２７時間 

※授業時数のカウントは小 

学校で行う。(中学校は時 

間数に入れない。) 

授業時間帯 原則として、５・６校時に実施する。 

※５時間授業時は、４・５校時に実施する。 

※時程別紙参照 

    
（４） 時程 

       小学校                   中学校  

登校完了       ８：０５ 

朝読書  ８：０５～ ８：１５ 

朝の会  ８：１５～ ８：２０ 

１校時  ８：２５～ ９：１０ 

２校時  ９：２０～１０：０５ 

業間休み１０：０５～１０：２５ 

３校時 １０：３０～１１：１５ 

４校時 １１：２５～１２：１０●乗入 

給食休憩１２：１０～１３：２０ 

清掃  １３：２０～１３：３５ 

ショート１３：４０～１３：５５ 

５校時 １３：５５～１４：４０● 

帰りの会１４：５０～１５：０５ 

６校時 １５：０５～１５：５０● 

登校完了       ８：１０ 

朝読書  ８：１０～ ８：２０ 

朝の会  ８：２０～ ８：３０ 

１校時  ８：４０～ ９：３０●乗入 

２校時  ９：４０～１０：３０● 

３校時 １０：４０～１１：３０ 

４校時 １１：４０～１２：３０ 

給食休憩１２：３０～１３：２５ 

５校時 １３：３０～１４：２０ 

６校時 １４：３０～１５：２０ 

清掃  １５：２５～１５：４０ 

学びﾀｲﾑ １５：４５～１５：５５ 

帰りの会１５：５５～１６：１０ 

 


